
（Ｉ００５８１－１ １／２）

シグナルトランスデューサ取扱説明書

ＭＯＤＥＬ ７５４１，７５４２

１．概 要

本器は交流電流、電圧を入力信号とし、実効値整流（または実効値演算）回路で変換しご希望の直流

電圧や直流電流に変換するコンパクトな絶縁信号変換器です。ただし、ＭＯＤＥＬ ７５４１の電圧入

力は非絶縁となっています。

なお、ＭＯＤＥＬ ７５４１は実効値整流回路（補助電源は不要）、ＭＯＤＥＬ ７５４２は実効値

演算回路（補助電源付き）で交流を直流に変換します。

取付は、ＤＩＮレールにワンタッチで着脱できるプラグイン方式を採用していますので、取付工数が

大幅に削減できます。

２．取扱方法

１）取付

添付している端子台をＤＩＮレールに取付けるかまたはＭ４ネジで固定して下さい。

なお、２ヶ以上連続して取り付ける場合は、図１のような間隔をあけて取り付けて下さい。

２）設置場所

設置場所は周囲温度が―５～５５℃の範囲で、湿度は９０％ＲＨ以下の結露しない所をお選び

ください。

図１ 図２

３）配線

１．本器の端子台の端子ネジはＭ３．５です。圧着端子等で、正確、確実に配線して下さい。

２．配線は図２の接続図により接続し、電線は回路の定格容量に適合するものを使用して下さ

い。

なお、電流入力のみＣＴプロテクター（ＣＴＰ）を添付しております。ＣＴプロテクタ

ー（ＣＴＰ）を端子台の入力端子③④間に取り付けておくと測定中に本器を端子台から取

り除いた場合でも測定ラインがオープンにならないので、前段のＣＴが破壊するのを防止

することができます。

３．入力信号、出力信号、電源電圧の定格や配線を確認してから電源を投入して下さい。



（Ｉ００５８１－１ ２／２）

３．調 整

出荷時には、許容差内に調整してありますが、校正をする場合は前面のＺＥＲＯ（ただし、ＭＯＤＥ

Ｌ ７５４１には付属していません。）及び、ＳＰＡＮボリュームで調整して下さい。調整範囲は、Ｚ

ＥＲＯが約±５％、ＳＰＡＮが約±１０％となっています。

校正は２３℃±２℃、７５％ＲＨ以下の周囲条件で行って下さい。
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